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上賀茂地域におけるバイオリージョナリズムに
基づく地域研究とその展開
勝 矢
齋 藤
淳 雄
萬之助
ま
伝
る
上賀茂地域は平安京より古く
た、上賀茂の社家町は国の伝
わる文化や地域の環境の保全
のも事実である。地域の活性
和文要旨
年以上の伝統がある。古
建地区に選定され景観などの
・継承の努力の一方で、文化
化は、本来地域住民による活
くからの文化的行事が今も続
保存がはかられている。しか
的事象の維持が徐々に失われ
動に基づくことによってより
いており、
し、地域に
る危機にあ
意義がある
が
て
ぞ
域
従
よ
キ
、上賀茂の文化について地域
環境学習を実施し、さらに地
れ、将来への課題も残してい
に対する地元住民の関心が深
来あった地元からの反発がな
うになったことである。
ーワード バイオリージョナ
の住民が地域を再認識するよ
域住民による地域文化の研究
るが、新たな一歩を進めるこ
まったこと、このような各種
くなり、むしろ協力していこ
リズム、上賀茂、環境学習、
い意味でのきっかけになるこ
への糸口をつくる試みを行な
とができた。もっとも重要な
の環境学習、地域研究への試
うとする 囲気や実際の協力
地域研究、地域文化
とを意図し
った。それ
ことは、地
みに対して、
が得られる
域
ま
平安京より古く 年以上の
には烏相撲、紅葉音頭、さん
た、上賀茂神社の神官（社家
．はじめに
伝統ある上賀茂地域には、上
やれ祭、やすらい花など多く
）の住居があった明神川沿い
賀茂神社あるいはその神事の
の文化的行事なども伝承され
の社家町は遅くとも 世紀中
みならず地
てきている。
頃には門前
集
国
保
よ
落として発達したといわれて
的にも珍しくなり、昭和 年
存がはかられている。社家町
り広く地域の環境保全が意図
おり、少なくなったとはいえ
には国の伝統的建造物群保存
の周辺地域も平成９年に京都
されている。
今でも社家屋敷群が維持され
地区（伝建地区）に選定され
市から界わい景観保全地域に
ている。全
、町並みの
指定され、
しかし、地域の
や地域の新たな開
上賀茂地域におけるバイオリー
環境や地域に伝わる文化の保
発にともなう新住民の増加な
ジョナリズムに基づく地域研究と
全・継承の努力の一方で、地
どによる地域共同体の弱体化
その展開
域住民の高齢化・少子化
によって、文化的事象の
維持が徐々に失わ
めには、従来と同
化を形のみならず
認識を深める努力
文化の基本に流れ
し得ることを理解
よって、より意義
れる危機にあるのも事実であ
様の形態で親から子へ地域の
その意義について新住民を含
が必要な時期に来ている。何
る精神を理解した上で、常な
しなければならない。そして
が高まることも当然のことで
る。将来に向かって、上賀茂
従来の絆を基に引き継いでい
めて地域の住民の理解を新た
もしなければ現状を維持でき
る革新と創造のもとにはじめ
それらの活動が地域住民の意
ある。
の文化の保全・継承のた
く努力と共に、地域の文
に深め、さらには社会の
るのではなく、その伝統
て伝統文化は維持・継承
思と行動に基づくことに
上記のような考
地域を再認識する
れまでの経緯と地
バイオリージ
えを基盤として、地域の活性
よい意味でのきっかけになる
域での活動について将来の進
．バイオリ
ョナリズム（ ）
化を念頭におき、上賀茂の文
ことを意図して環境学習など
め方を考察する。
ージョナリズムとは
とは、「生命地域主義」と訳
化について地域の住民が
を実施してきている。こ
され、ともすれば離れが
ちになってしまっ
く地域の文化や
）」を
化は、私たち個
己」をもたらすも
民自身が地域との
境を築いていくこ
た地域の自然生態系に根ざし
歴史をも見直し、再評価す
求める考え方であり、またそ
々人のアイデンティティの内
のであった。バイオリージョ
関係を深く自覚し、地域の自
とを求めている。地域の住民
た生き方に目を向けるととも
ることによって、あらため
の運動のことである。かつて
実を構成するものであり、そ
ナリズムは住み直しの作業を
然生態系を活かしながら、よ
が地域の自然環境のみならず
に、自然生態系だけでな
て地域に「住み直し（
は地域の自然生態系や文
れは私たちに「豊かな自
とおして、そこに住む住
りよい生活環境、文化環
地域の文化や歴史を理解
しなければ、地域
バイオリージョ
その行動の中で地
年以上の伝統をも
ら未だに「入り込
に新たな行動を期
のあらゆる事物の保全・継承
ナリズムに基礎をおいている
域の人たちが地域のことを理
って居住する人達から、新し
み人」あるいは「入り人」と
待するのは事実上困難であり
が出来ないことは当然の帰着
ことは、地域のことは地域の
解し、住み直しをするのが基
い居住者までいる上賀茂地域
見られるこの地域では、何ら
、第三者（地域に居住しない
でもある。
人たちが主体的に行動し、
本である。しかし、
、明治以降の居住者です
かのきっかけなしに地域
者）が適切な関与をして
活動を実施し、地
であるがゆえに可
元の人たちが気付
そこに、第三者が
域への新たな刺激と行動のき
能な活動があることも事実で
かないあるいは当然としてみ
地域の活動に関与する意義が
っかけをつくりだすのも意義
ある。また、第三者から地域
てきた事柄にも新たな価値を
ある。
あることである。第三者
を見ることによって、地
見出しうる場合もある。
上賀茂地域にお
上賀茂地域は、町の保全活動
けるバイオリージョナリズムに
．従来の経緯
あるいはそれを理由とした地
基づく地域研究とその展開
域の活性化を嫌う傾向にあった。これら
の
で
地
へ
な
「
得
活動が社家町などの地域の観
もあった。それが、上賀茂は
域の文化的事象の衰退にも
の活動を十分に区別できず、
中で平成 年に実施した小学
ここは何もしないことになっ
られず、子供たちを集めるこ
光化に がり、地域の落ち着
何もしないという形で表現さ
がってしまっていた。観光化
何らかの活動はすべて観光化
生を対象とした「社家と明神
ている」などの抗議を受けた
とに難渋した。これらに対し
いた佇まいを損なうことを危
れてきたが、一方でこれは地
をしないということと、地域
に結びつくと考えられていた
川の見学会」は地域からの反
。また、実施に当たっては地
、将来の上賀茂を守ってくれ
惧するため
域の環境や
の環境保全
。このよう
発があり、
元の協力が
る子供たち
を
説
か
地
地元が今から育てなければな
得していった。しかし、平成
ったが、地域の人たちの見学
このような状況のもと、平成
がり得る活動であるので地元
元の人たちも社家の住宅を見
らないこと、そうでなければ
年度も地元の協力は少なく
会を見る目が好意的な方向に
年は「社家の特別公開」を
からの反発を心配したが、と
学したいという希望もあった
上賀茂の将来はないことなど
、子供たちを十分に集めるこ
変化してきたことは感じられ
一日だけ実施した。社家町の
くに何も聞くことはなかった
ところの公開であったという
を粘り強く
とは出来な
た。
観光化にも
。むしろ、
側面もあり、
地
の
い
家
る
元を主にして 名の見学者
ではなく、地域の環境と文化
との主張が少しずつでも理解
町や文化財の維持に補助を貰
程度の理解をなされたところ
また、従来から問題と考えて
年に自治会から実現のための
が訪れる結果となり、一日中
の保全のためには地元はもと
されだした結果である。観光
っているので、それなりの社
もある。
いた明神川の川底低下につい
協力を頼まれ、平成 年３月
盛況であった。観光化を目的
より社会の理解と支持がなけ
化を進める積りはないが、国
会貢献は必要であるとの趣旨
ては、種々の社会への活動を
に実現した。この効果は大き
にしている
れば出来な
や市から社
が地元にあ
行い、平成
く、自治会
か
本
果
す
ら
し
らの信頼が得られるようにな
当に地域のためになる活動を
であった。上賀茂は歴史が古
るだけで地元に対しては何の
研究者への不信感が根強くあ
ながら研究も進めるという視
った。これまでの活動が研究
してくれているとの認識を地
いので文化資産が数多く眠っ
見返えりもなく、むしろ迷惑
ったが、著者らが行っている
点で進められていることへの
のために地域を利用している
元の人々に持ってもらえたの
ており、従来から研究者がこ
をかけられることの方が多か
活動が従来と異なり地域のこ
理解が得られだした結果とい
のではなく、
も大きな成
れらを利用
ったことか
とにも貢献
える。
念
の
年
このような地域との新たな関
から出来るだけ地域の活動に
文化に関する研究を地域の中
は展開した。
係を背景に、従来の環境学習
定着できるように地域の活動
から育てるような地域研究を
についてはバイオリージョナ
団体との連携を進めること、
展開することを目指しての活
リズムの理
さらに地域
動を平成
．社家の見学
上賀茂地域におけるバイオリー
．環
会
ジョナリズムに基づく地域研究と
境学習の展開
その展開
見学会開催
上賀茂の社家町
したことがない。
えるようになるわ
に思い出を残して
社家屋敷の土 に
すでに見学させて
の意義と経緯
は伝建地区として国の選定を
社家屋敷についても親しく見
けで、とくに、次代を担う子
もらうことが現在および将来
落書きをする子供はいないと
もらう社家の方々には理解を
受けているが、地元の子供達
学させてもらうことから社家
供たちにはたとえ理解が難し
の地域の環境保全に大切であ
言うのをキャッチフレーズに
得ているので見学の了解を得
は社家住宅の内部を見学
町にも愛着を持ってもら
いとしても、地元の事物
る。見学させてもらった
している。３年目に入り、
るのは容易であったが、
懸案は子供達をど
しかし、毎年、
ったと思うが、
「上賀茂探検クラ
境学習と位置づけ
本来であり、それ
のようにして集めるかにあっ
新聞にも記事にしてもらうこ
地元の主催団体としている上
ブ」から一緒に見学会をやら
られるこのような見学会は、
が地元の活性化と社会の理解
た。
とによって地域への広報にも
賀茂黎明会を通じて上賀茂小
せてほしいとの申し入れがあ
地元の人たちが地元や地元の
を深めることにつながるので
つとめたことも効果があ
学校のクラブ活動である
った。地元の子供達の環
子供達のために行うのが
、上賀茂探検クラブとの
連携をどのように
話し合いを持ち協
とができた。
実施方法と
上賀茂探検クラ
日の資料の作成や
進めるかを従来から模索して
力して見学会を推進すること
結果
ブとの協議の結果、小学校と
案内は著者のゼミの学生と分
いたところであり、著者らの
となった。地元との連携と言
連携して子供たちを集めるの
担し、事故防止などの全体的
望む方向であったので、
うことで一歩前進するこ
は上賀茂探検クラブ、当
な目配りは両者が協力し
て注意することと
とし、一方、子供
けたので、クラブ
話をするお母さん
し入れがあり難色
名となった。一度
なった。また、従来から問題
たちの範囲を小学６年生のみ
に所属している子供たちなど
方、京産大の関係者・学生で
を示したが断ることが出来な
に動くことが困難であり、そ
となっていた保護者について
でなく中学生まで広げた。上
名の参加希望者があった。
あったが、さらに小学校の先
いので合計 名の大人となり
れぞれの社家住宅も個人のお
は参加をお断りすること
賀茂探検クラブが呼びか
これに、探検クラブの世
生方が参加したいとの申
、子供、大人あわせて
宅はこれだけの人数を一
度に見学すること
別の社家屋敷を見
が必ずしも適当と
家を含めて３箇所
は困難であったので、一般公
学させてもらうことした。従
は言えず、時間が長すぎると
の見学とし、社家屋敷の特徴
開している西村家庭園以外は
来のアンケート結果からも多
の子供たちの意見が多く見ら
に合わせて組み合わせた。
、２班に分けてそれぞれ
くの社家を見学すること
れたので、それぞれ西村
検上賀茂地域にお
従来は、小学校の行事が把握
クラブの協力がえられたこと
けるバイオリージョナリズムに
できなかったことからやむな
から、小学校の行事との調整
基づく地域研究とその展開
く夏休みに実施したが、今回
ができ、学期期間中である６
は上賀茂探
月 日（日）
に
コ
連
催
実施できた。９時に上賀茂小
ースなどを説明したのち出発
考察
最初からの懸案であった子供
携によって初めて可能となり
としているが、実質的に動き
学校のふれあいサロンに集合
した。 時に見学を終り、ア
たちの参加をどのように実現
、名実共に子供のための見学
、また活動を補完してもらえ
し、学生が班分け、見学の注
ンケートを書いてもらって終
するかについて、上賀茂探検
会になった。最初から上賀茂
る上賀茂探検クラブとの連携
意、見学の
了した。
クラブとの
黎明会を主
が出来たと
い
ら
社
く
の
え
うこと自体も大きな成果とい
２つのコースが確立でき、今
家の見学会ということが、大
、上賀茂探検クラブとの連携
かについて懸念していたが、
たということで、アンケート
える。見学のコースについて
回のアンケート結果からも時
人は関心を示すが子供たちに
によって参加者が増えたとは
この見学会を実施した後、上
結果の「非常に楽しかった」
も従来のアンケート結果を参
間、量ともに適当であること
とっては必ずしも魅力あるテ
いえ、子供たちがどの程度満
賀茂探検クラブに参加する子
などという回答も本当と考え
考にしなが
がわかった。
ーマではな
足している
供たちが増
てよいと認
識
協
て
バ
している。
社家の方々には見学会につい
力してもらえる状況となった
主体的に動き、実施してもら
イオリージョナリズムの観点
．小池の日本泳法
て既に理解を得ているので今
ので、今後は上賀茂探検クラ
うようにし、著者らはそれを
からも地元の行事として定着
後もお願いに行けば特に問題
ブの年間行事の一つとして見
手助けするという形での展開
させることである。
がなければ
学会につい
を図りたい。
習
え
日本泳法と小池
上賀茂神社の境内に灌漑用の
のために、岩崎六郎氏が昭和
られている。上賀茂地域で
小学校での模範演技の実
小地（現在は、ゴルフ場の中
２年に招かれ、上賀茂游泳術
、 歳代以上の人達はここで
施
になる）があり、上賀茂の子
講習所を開所し、日本泳法が
水泳と行儀作法を習うのが普
弟の水泳教
引き続き教
通であった。
守
で
え
小学校で教える泳ぎは競技な
る泳ぎなど目的に応じた種々
なく、水泳のみならず物事に
る。
どの早く泳ぐことを目的にし
の泳ぎがあることを知ること
は種々の考え方や見方がある
た泳ぎであるが、日本泳法の
は、日本の伝統文化に接する
ことを実際に目で見て知るよ
ように身を
というだけ
い機会とい
上賀茂近隣の
非お願いしたいと
上賀茂地域におけるバイオリー
小学校がプールを新設した
のことで、実現の運びとなり
ジョナリズムに基づく地域研究と
ところでもあったので、校長
６月 日（火）午後に実施した
その展開
先生と話をしたところ是
。５、６年生を対象に合
わせて約 名の
年の演技について
当日も、著者は
日頃知らない泳ぎ
体験してもらった
上賀茂小学校で
しかし、これにつ
児童であった。具体的な内容
の著者の意見を参考にして岩
参加するのみとした。前を向
方に子供達の関心は高かった
。
の模範演技は、岩崎氏と小学
いても上賀茂探検クラブが興
などは著者が仲介してもかえ
崎氏と校長先生などとで直接
いたままの横方向への泳ぎや
。模範演技の後、子ども達に
校の日時の調整がつかなかっ
味を示し、著者らは関与しな
って複雑になるので、昨
話し合ってもらった。
後ろへの泳ぎ、水書など
実際に日本泳法の基本を
たので実現できなかった。
かったが９月に小池で上
賀茂探検クラブの
るということが明
．火星の観望
火星の大接近に
寄せられた。特に
子供たちを対象に模範演技が
らかになったので、地元での
会
あわせて、子ども達に火星
天文が専門ではなかったが、
実施された。岩崎氏にお願い
行事として定着させていくこ
を見せたいとの要望が地元の
地元との交流を推進するとい
すれば、協力してもらえ
とが可能と考えられる。
氏から２度にわたって
う点および子供たちが興
味を持つだろうと
会で可能となっ
るのであれば出来
小学校の都合、運
利用して８月 日
担当し、子供たち
が協力しながら
いうことで協力して実施する
たので、 氏、上賀茂探検ク
るだけ多くの方にきてもらえ
動場と講堂を利用する各種団
に実施することとなった。著
への広報、当日の受付、会場
氏が担当し、火星について
ことにした。上賀茂探検クラ
ラブの部長、著者とゼミの学
るようにしようということに
体等との調整のもとで上賀茂
者の研究室が当日全般の進行
準備は上賀茂探検クラブ、望
の講演もお願いすることとし
ブとの連携が社家の見学
生の３者で協議をし、や
なり、火星接近の時期、
小学校の講堂と運動場を
とパンフレットの作成を
遠鏡の設置・調整は学生
た。
火星が見られる
が一番の心配であ
が責任を持つこと
当日は、朝から
避けたかったので
遠鏡の調整ができ
のが午後８時過ぎになること
り、不特定多数となることか
を周知徹底することとした。
曇りであったが延期すること
、予定通り実施することとな
ず、７時からの講堂での講
、また多数の参加者があると
らレクリェ―ション保険の適
また、警察にも連絡すること
は連絡、準備、種々の出費な
った。午後６時から準備をは
演をはじめた（図 １）。子供
予想されることから事故
用も難しく、必ず保護者
とした。
どのことから出来るだけ
じめたが、曇りのため望
と保護者で 名の参加者
であった。午後８
者らは 時まで残
ようになり、残っ
かったとの話を聞
時になっても雲が晴れず、９
って様子を見ることを話し、
ていた半数程度の方を対象に
けた。また、８時から１名、
時になって中止を決め、望遠
一旦終了とした。その後、
実施した。大変好評であり、
９時からは合計３名の警官が
鏡の説明をすることと著
時過ぎから火星が見える
後日にも地元の方からよ
警備のために来てくれた
上賀茂地域におけるバイオリージョナリズムに基づく地域研究とその展開
の
の
で、大変心強くまた安心して
利用限度の午後 時も過ぎた
図 １．火星の観望会
（講堂での講
進行できた。事故もなかった
が黙認してもらい、後片付け
演）
。結局、始まるのが遅かった
が終わったのが午前１時前と
ため小学校
いうことと
な
滑
こ
ま
った。しかし、地元の多くの
に進み、大成功であった。来
専門を外れることであったの
のような形での地元との が
た参加者を増やすことが可能
方に喜んでもらい、 氏と
年以降も星の観望会を何らか
で望遠鏡を著者らが扱うこと
りを進めることで、著者らの
になると考えており、可能な
．地域研究への展
の連携、上賀茂探検クラブと
の形で開催することで意見の
ができないために困難な点も
環境学習の活動も地元に理解
限り今後も協力していくこと
開
の連携も円
一致をみた。
あったが、
してもらい、
とした。
な
っ
こ
た
環境学習がそれぞれある程度
くなり、地元に有意義な行事
たことである。このことを背
のことを通じて地元が地元の
な行事などを試みた。
の実績をあげだし、最も大切
をやってもらっているという
景にさらに社会に上賀茂につ
事物に関心をもつようになり
なことは初期にあった地元か
囲気が地元から伝わってく
いての認識と理解を得られる
、地域の研究に がることを
らの反発が
るようにな
ようにし、
意図して新
て
．梅辻家の特別公開
上賀茂の梅辻家
神社が国家管理になるまで、
きた。神職を引き継ぐ家筋を
神職は代々世襲制で上賀茂神
社家といい、社家のなかでも
社では 年以上にわたって
特に神主に任ぜられるのは賀
引き継がれ
茂七家とい
上賀茂地域におけるバイオリージョナリズムに基づく地域研究とその展開
われる家筋だけで
を移築したものと
（ ）頃にはほ
図 ２．
あった。梅辻家はその賀茂七
伝えられている。昭和 年に
ぼ現在の形になっていたと推
社家の特別公開
（学生による説明）
家の一つで格式が高く、梅辻
は京都市指定有形文化財に指
定されている。
家住宅は御所のご学問所
定されている。天保９年
特別公開の
観光客が来るこ
特には苦情をうけ
日（土）の一日だけ
するシンポジウム
当日に紹介したこ
との要望があり、
状況
とに根強い拒否反応が地元に
ることもなかったので、今回
の公開とし、朝 時から４
の開催から間がなかったので
となどから昨年と同程度の見
また分かっていたのであるが
あることから、昨年の公開時
も慎重は期したが大きな不安
時まで公開した。全部で 名
地元への広報などが不十分で
学者があった。昨年のアンケ
昨年は人手がなく対応できな
はとくに心配をしたが、
はなく実施した。 月
の見学者であった。後述
あったが、シンポジウム
ートに説明をしてほしい
かったが、今回は学生３
名が交代で説明に
ととなったが、特
この特別公開に
との連携はまだ出
元の団体に迷惑を
ある。
当り、これも好評であった
に問題もなく終了することが
ついては、賀茂県主同族会の
来ていず、また適当な団体も
掛けないようにするために連
（図 ２）。当主の梅辻氏が他の
できた。
協賛を得ているとはいえ、実
見出していない。従来、地元
携・協力をしなかったが、今
用事で当日留守になるこ
質的な形での地元の団体
からの反発を恐れて、地
後は模索していく積りで
．賀茂文化研
財団が「近
ることが分かり、
究会の設立
代化とくらしの再発見」とい
上賀茂での活動が内容的に合
うテーマで地元住民を主体と
っていることから、これに応
した地域研究を助成をす
募することとし、そのこ
上賀茂地域におけるバイオリージョナリズムに基づく地域研究とその展開
と
図 ３．シンポ
を理由にして地元の方に声を
ジウム「上賀茂の文化を語る
かけたところ賛同がえられた
」（やすらい花の実演）
。手分けして声をかけ、結局地元の３つ
の
関
会
を
と
出
団体を中心に共同研究者を構
心のある人と、地元の種々の
理事長、上賀茂自治連合会長
会長にし、著者は事務局長と
研究を進める体制を整えるこ
せたといえる。地元からも大
成することができた。さらに
代表者、たとえば上賀茂神社
などを顧問として「賀茂文化
して当面は面倒を見なければ
とができた。バイオリージョ
きな期待が寄せられていると
、これを母体にして広く上賀
宮司、社家の集まりである賀
研究会」を発足させた。地元
ならないが、地元での文化の
ナリズムの観点からも大きな
いう手ごたえを感じることが
茂の文化に
茂県主同族
の社家の方
保全・継承
一歩を踏み
できた。
方
回
す
なお、 財団の助成も受ける
．シンポジウム「上賀茂の
財団の助成も受けられた
々さらには社会とともに再評
賀茂の祭）を開催することと
らい花」の実演（図 ３）、お
ことができた。
文化を語る」の開催
ことから、賀茂文化研究会の
価・再発見するために、シン
した。 月 日（土）に３つの
よびパネルディスカッション
旗揚げを兼ねて、地元の文
ポジウム「上賀茂の文化を
講演と京都市重要無形民俗文
を行なった。 名の参加者
化を地元の
語る」（第１
化財の「や
があり、最
後
い
貢
お
時
に９月に新たに就任された上
との要望が地元からも強く要
献であるとの声も周囲から寄
り、継続した開催は危ぶむと
間がない、お金がないに直面
賀茂神社宮司の挨拶もあり、
請されており、また大学とし
せられている。今年も開催す
ころである。いわゆるボラン
しているところである。
大好評であった。来年度も開
てこれから推進しなければな
べく準備はしているが資金面
ティア活動の三無、すなわち
催してほし
らない地元
で難渋して
人がいない、
め
．会誌「賀茂文化」の創刊
上賀茂の文化についての調査
に、会誌の発刊を行なうこと
と研究、賀茂文化研究会の活
となった。現在、印刷中であ
動の記録、さらに地元への啓
るが新たな活動の一歩になる
発活動のた
といえる。
社家の見学会な
上賀茂地域におけるバイオリー
．まと
どの環境学習およびシンポジ
ジョナリズムに基づく地域研究と
めと今後の展開
ウムなどを通じて、もっとも
その展開
重要なことは上賀茂に対
する地元住民の関
からの反発がなく
たことである。そ
て作り出せたこと
ある。
バイオリージョ
指摘した 。すな
心が深まったこと、このよう
なり、むしろ協力していこう
して、環境学習からさらに一
であり、バイオリージョナリ
ナリズムの観点から地元を中
わち、 環境バンク（銀行）
な各種の環境学習などの試み
とする 囲気と実際の協力が
歩進めて地元による地域研究
ズムに基礎をおくという本来
心とした活動を続けていくた
を創設して地元の文化や環境
に対して従来あった地元
得られるようになってき
への基盤を地元と協力し
の理念に近づけたことで
めに３つの事項を過去に
資産を調査・記録し必要
な時に利用できる
行がその機能を少
いくことが大切で
リーダーの育成
地元に強い協力者
今後も期待しうる
ようにすること。これについ
なからず果たしうるといえる
ある。
。この点については、リーダ
が得られたことが種々の活動
ことが大きい。上賀茂探検ク
て、賀茂文化研究会が設立さ
し、またそのような方向での
ーをすぐに求めることは困難
を円滑に進め、又拡大する上
ラブとの連携も今後種々の活
れ会誌「賀茂文化」の発
活動になるように育てて
であるのが当然であるが、
で大きな力になったし、
動で進めることが可能と
なった。
地元の活性化。
めており、協力を
が不得意な部分の
請などである。今
これらの条件が
能になった理由で
これについては、これまでの
要請されるようになってきた
補完や、明神川美化保存会の
までの活動が地域で認知され
満たされだしたことも、活動
ある。上賀茂探検クラブとの
環境学習が地元に刺激を与え
。たとえば、防火研究会の内
活動についての相談、自治会
るようになった結果である。
が環境学習からさらに地域研
連携も出来たことを受けて、
新たな活動が芽生えはじ
容や講師の招請など地元
活動についての助力の要
究へと展開することが可
今後は、それぞれの活動
をいかにして地元
上賀茂の文化お
的に試みている。
いたりしている。
を進めるについて
ている。
の自主的な取組みとして育て
よび環境の保全・継承と、そ
それゆえ、地元の多くの方々
また、多くの有益な示唆も受
は、文部科学省の科学研究費
、継承してもらうかが課題で
のための手法と特質を明らか
には種々のことでお教えいた
けている。ここに記して感謝
および京都産業大学総合学術
ある。
にするための研究を実証
だいたり、ご協力いただ
する次第である。本研究
研究所からの助成を受け
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